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 この冬は厳冬でした。エルミタージュの部屋の中で

は、真冬でもさほど寒くありません。炬燵に足を入

れれば、気持ちよく昼寝に誘われる日常でした。で

も、就寝時にはやはり用心して、懐しの「湯たん

ぽ」を使ってみることにしました。それが体にちょ

うど良い加減だったのか、夜中に一度も目覚めるこ

となく、朝を迎えるような日々を過ごすことができ

ました。シクラメンもポインセチアもゆったり、の

んびり、腕を伸ばしたというか、どんどん見事に咲

き続け、老人夫婦の侘しい生活に彩りを与えてくれ

ました。早咲き桜の「春めき」（左）も満開になりま

した。「暑さ、寒さも彼岸まで」とよく聞きます。 

バルコニーで過ごした鉢植えの薔薇たちはどんなに寒かったことでしょう。でも、不思議 

に、また、健気に、薔薇たちは少しづ蕾を開いていきました。黄色の「ジャスト・ジョイ」、

ピンク色の「ダマスク・ローズ」、そして最も美しいといわれる「スヴェニール・ドゥ・アン

ネ・フランク」が咲きました。全員、太陽の方に顔（？）を向けているのが面白いです。 

 

そして、今朝は第 264 代教皇の名を冠した「ヨハネ・パウロ二

世」が満開になりました。真白で、花びらにはフリルがあり、香

り高く、実に大輪です。ただ、今は一輪だけです。四季咲きなの

でこれからも楽しめそうです。この冬は、16 世紀末、よくぞ世界

の果ての日本に来たものだと、ヴァリニャーノ神父達に思いを馳

せていました。彼の『日本巡察記』を読み、厳密、緻密な記録に

驚くと共に、小さな活字に難儀していました。この薔薇はそんな

私を慰めようして、咲いてくれているかのようです。 

 野蛮人と考えられていた日本人にも神の愛を伝えたいと願って、命をかけてやって来たヴァ

リニャーノたちの働きを知るようになりました。感謝の思いも湧いてきました。 

先日、義妹が「素敵    凄いです」と画像をラインで送っ

てきました。小鳥に説教するアッシジの聖フランシスコと小

鳥の石像ですが、石の小鳥の隣に青い鳥がいます！なんとも

ユーモアがあります。ほのぼのと幸せな感じがしてきます。

この石像はどこに？と思ってネットで調べたら、アメリカ・

イリノイ州「聖ペテロ・パウロ墓地」の個人墓所で、フラン

ク・ゲイロード（1925-2018）の「神の愚者」と名付けられ

た作品でした。「死ぬことで人は永遠の命に復活するからで

す」とフランシスコの祈りの最後の文も刻まれていました。  

神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。（I コリント 1:25） 

 


